
奈良国立文化財研究所要綱

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1) 1986年５月17日

坪井清足退官記念講演会

「埋蔵文化財発掘3 0年」

( 2 ) 1 9 8 6年５月2 4日第5 9回公開講淡会

「古代における墨祥人面土器祭祁｣ 巽淳一郎

「古代都城条坊制度の再検討_ ，井上和人

( 3 ) 1 9 8 6年1 0月2 6日特別公開講演会

「呉の“ 鏡師陳世” 製作の神獣鏡を考える」

王仲殊

現地説明会

（１）1 9 8 6 年４月1 9 日藤原宮第4 7 次発掘調査〈見

学会〉

( 2 ) 1 9 8 6年６月2 1日平城宮跡第1 7 2次発掘調査

（内裏東方官簡・東大識）舘野和己

( 3 ) 1 9 8 6 年７月1 9日藤原宮第4 9次発掘調査

西口寿生

( 4 ) 1 9 8 6年８月2 3日平城宮跡第1 7 3次発掘調査

（推定第二次朝堂院・東第二堂･ ）寺崎保広

2 1 9 8 6 年文部省科学研究費補助金による研究2 1 9 8 6 年文部省科学研究費補助金による研究

( 5 ) 1 9 8 6 年１０月2 5 日平城宮跡第1 7 2 次北発掘洲

恋（東大瀧）小林謙一

( 6 ) 1 9 8 6 年１１月８日石神遺跡第６次発掘調在

清水典一

( 7 ) 1 9 8 6 年1 1 月2 2 日藤原宮第5 0次発掘調在

山本忠尚

( 8 ) 1 9 8 6 年1 2 月1 3 日平城京右京八条一坊十四坪

発掘調査本中真

( 9 ) 1 9 8 7 年３月1 8 日史跡頭塔発掘調査

商瀬要一

( 1 Ｃｌ1 9 8 7年３月2 8日平城宮跡第1 7 8次発掘調査

（平城京左京三条二坊七坪）岩永省三

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開1 9 8 6 年４月2 6 日～５月５日

見学者1 1 , 6 0 0

秋季特別公開1 9 8 6年1 0月2 5日～1 1月３ＦＩ

見学者8 , 8 3 2

( 2 ) 見学者数

区分 資料館 覆嵯 計

1986年 6１．９２７ 6０．６１７ 122. 544

梁計 782, 487 1. 086, 243 １，８６８，７３０

盗料館は1 9 7 0 年度，殺屋は1 9 6 3 年度以降の累計

砿別
研究課題

研究代表者 交付額

特別推進研究( 2 )

一般研究( A ）

一般研究（B ）

〃

〃

一般研究( C ）

〃

〃

奨励研究( A ）

〃

〃

必

試験研究（１）

特定研究（１）

研究成果刊行費

( データベース）

計

古年輪変動データの分析による考古歴史研究方法の確立

n 本出土青銅器の材質分析による編年研究

考古学史の基礎的浅科収集ならびに研究

日本考古学・古代史用語を外国語化し、その成果を国際的に広

めるための基礎的研究

発掘逝柵による日本中世住居の復原的研究

中世的食器栂成の肋壌に関する些礎的研究

西日本における瓦質土器の集成的Wf究

奈良時代土器生産変容過程の研究- - 律令官荷・雄落・窯一

律令制下における交通の研究一関を中心に－

，本古代における道具瓦の総合的研究

方格規矩四神鏡の研究一その縞年と意義一

和銅間珠に関する考古学的研究

発捌逝柵を対象とする簡易写真測批法の開発研究

山田寺を中心とする出土木材の保存法の改良と考古学的建築史

学的研究

航空写真情雛

15件

－７３－

田中琢

町Ⅲ章

佐原真

山本忠尚

宮本長二郎

川越俊一・

菅原正明

千田剛道

舘野和己

岩本正二

立木修

松村悪司

伊東太作

岡田英男

伊東太作

10, 000千円

3. 700

１，２００

３．０００

1. 300

1, 200

１，０００

600

800

900

900

1. 000

1, 800

1, 800

6, 870

3６，０７０



３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室春期特別展示「飛鳥寺」

（1986. 3. 19～1986. 5. 20）

秋期特別展示「飛鳥の石造物」

（1986. 10. 1～1986. 11. 24）

普及

前年同様インフォメーションルームで観覧者の

質問に応じている。また，特別展示の図録として

「飛鳥の石造物」を刊行した。

入館者数（1986. 4. 1～1987. 3. 31開館日数317日）

普通観覧 団体観覧

一般 5１，７３４ 2５，８５１

高・大生 1４，３１４ 3０，３１０

小・中生 1６，６９５ ８１，２００

計 82, 743 137, 361

陳列品購入

車石２個

: 繍震画! 鶏

有料 無料 合計。

220, 104 13. 401 233, 505

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保護に資することを目的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政担

当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（縄紋施紋法調査課程）

1986年４月17日～４月23日（参加者21名）

( 2 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（金属保存課程）

1 9 8 6年５月７日～５月23日（参加者12名）

( 3 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡保存整備課程）

1 9 8 6年６月５日～６月24日（参加者18名）

( 4 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

（一般課程）

1 9 8 6 年７月２日～８月９日（参加者2 4名）

( 5 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財担当事務職員特別研修

（埋蔵文化財基礎課程）

1986年８月19日～８月28日（参加者33名）

( 6 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡測量課程）

－７４

1 9 8 6 年９月４日～９月3 0 日（参加者2 0 名）

( 7 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（土層転写課程）

1986年10月７日～10月１１日（参加者21名）

( 8 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（遺物取り上げ法課程）

1986年10月13日～10月16日（参加者29名）

( 9 ) 昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺構探査・予備調査課程）

1986年10月24日～11月18日（参加者11名）

⑩昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（歴史時代遺跡調査課程）

1986年１１月27日～12月19日（参加者27名）

( １１）昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（環境考古課程）

1 9 8 7年１月1 3日～２月６日（参加者1 4名）

⑫昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（埋蔵文化財情報課程）

1 9 8 7年２月1 7日～３月３日（参加者2 5名）

⑬昭和6 1 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（石器調査課程）

1987年３月13日～３月24日（参加者20名）

発掘調査・整備・探査指導

（北海道）開陽丸遺跡，手宮洞窟，美利河遺跡，

忍路土場遺跡，津軽氏城跡，津軽海峡線建設工事

新道４遺跡，（岩手県）国見山廃寺跡，盛岡城跡，

毛越寺庭園，（秋田県）払田柵跡，東北横断自動

車道秋田線上の山Ⅱ遺跡，（山形県）押出遺跡，

（福島県）薬師堂石仏，慧日寺跡，大戸古窯跡群，

関和久上町遺跡，久世原遺跡，（茨城県）神野向

遺跡，（栃木県）足利学校跡，下野国分寺跡北門，

下野国府跡，（群馬県）宇通遺跡，上野国分寺跡，

矢ノ浦遺跡，日高遺跡，（東京都）御殿前遺跡，

（富山県）じようべのま遺跡，（石川県）鳥越城

跡附二曲城跡，石動山東林院跡庭園，（福井県）

加戸下屋敷遺跡，永平寺町古墳石室，一乗谷朝倉

氏遺跡城戸口土塁・石垣，（山梨県）寺本廃寺跡，

（長野県）森将軍塚古墳，松本城，信濃国府跡，

（岐阜県）高山城跡，岐阜城跡千畳敷，馬見塚遺

跡，（静岡県）勝問田城跡，横須賀城跡，韮山反

射炉，（愛知県）三河国分寺跡，下津城跡，（三重

県）夏見廃寺跡，本浦遺跡群，多気町瓦窯跡，一

般国道１号亀山バイパス遺跡，縄生廃寺，（滋賀

県）来照寺庭園，理覚院庭園，作谷窯跡，延暦寺



西塔遺跡，タタラ谷遺跡，（京都府）高麗寺跡，

銀閣寺お茶の井庭園，山城国分寺跡，大覚寺大沢

池，物集女車塚古墳，志商遺跡，中の谷窯跡，尊

勝寺跡，（大阪府）難波宮跡，津堂城山古墳，茶

F 1 山古墳，三ツ塚古墳，瓜破遺跡，（兵庫県）感

状山城跡，玉津・田中遺跡，辻井遺跡，大山荘園

西脇古墳群，長尾遺跡，丘舞線No 9 遺跡，天王山

古墳群，瀧ノ内経塚，小壷古墳，長尾沖田遺跡，

但馬国分寺跡，鵬荘園地域，魚住泊跡，篠山城二

の丸石垣，新宮・宮内遺跡，淡路国分寺跡，五色

塚古墳，竜円寺遺跡，明石城武家屋敷跡，桜ケ丘

銅鐸・銅尤，但馬国府跡，三田市古城窯跡，篠山

城上小性町武家屋敷跡（奈良県）藤ノ木古墳，飛

鳥水落遺跡，（鳥取県）上原南遺跡，上原遺跡，

戸島遺跡，（島根県）西川津遺跡，出雲国府跡，

山代郷正倉跡，（岡山県）南方釜田遺跡，津山城

跡，（広島県）草戸千軒町遺跡，寄倉岩陰遺跡，

竹森大仙山遺跡，三ツ城古墳，（山口県）大内氏

遺跡，土井ケ浜遺跡，延行条里遺跡，綾羅木郷遺

跡，（徳島県）若杉山遺跡，徳島城跡，（香川県）

讃岐国分寺跡，沙弥ナカンダ浜遺跡，（愛媛県）

松山市道千舟・高岡線地域，（福岡県）王塚古墳，

大野城跡太宰府口門跡，比恵遺跡，井相田遺跡，

宇木汲田遺跡，（佐賀県）塩田町遺跡，大黒町遺

跡，（熊本県）宇土城跡，塚原古墳群，（大分県）

大分元町石仏，宇佐風土記の丘，弥勤寺旧境内，

豊後国分寺跡，（宮崎県）蓮ケ池横穴群，宮崎学

園都市遺跡，北原牧地区遺跡群，（鹿児島県）指

宿橋牟礼川遺物包含地，（沖縄県）今帰仁城跡，

首里城跡，糸数城跡，フルスト原遺跡，湧田古窯

跡，新里村遺跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第5 5 号コンピュータによる発掘調盗記録法

第5 6 号1 9 8 5 年度埋蔵文化財関係統計資料

第5 7 号昭和5 9 年度に報告された遺跡の時代別件

数

５その他

委員会等

第1 3 回飛鳥盗料館運営協議会

1 9 8 6 年５月2 1 円於飛烏資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 8 6 年６月６日・７日

於平城宮跡資料･ 館講堂

平城宮跡朱雀門調査研究会

1 9 8 6 年１１月1 2 日於小会議室

外国出張

木下正史古代水時計発達史の研究のため連合王

国，フランス，イタリアへ出張

1986年10月２日～同年１１月28日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が，1 9 8 6 年度の状況は下記のとおりである。

区分 而祇 金額

1 9 8 6 年度 5. 927. 48 251, 830, 210

国有地合計 299. 570. 19 5, 598, 120, 796

研修員一覧表

氏名

力l 肱古千恵子

山田芳昭

千種浩

広岡貞之

森岡常厚

斎藤賢一一

李相沫

永江寿夫

朴胤遠

所腐

兵庫県教委主任

三重県教委県外研修生

( 桑名市立城南小学校教諭）

神戸市教委文化財課埋蔵文化財

係

三重県教委県外研修生

( 名張市立すずらん台小学校教諭）

同上

( 津市立西橘内中学校教諭）

瀬戸内海歴史民俗資料館専門職

員

国立中央博物館保存科学室担当

官

福井県上中町教委非常勤職員

塵北大学校博物館保存庭理室業

務助教

受入れ期間

1986. 5 . 6～1987. 3 . 28

1986. 7. 1～1986. 9. 30

1986. 9 . 1～1987. 3 . 31

’
1986. 10. 1～1986. 12. 28

1986. 11. 10～1986. 11. 22

1986. 11. 26～1986. 12. 25

1986, 12. 1～1987. 3. 20

1987. 1 . 9～1987. 6 . 19

－７喝

受入れ室

遺物処理研究室

平城宮跡発掘調査部

遺物処理研究室

藤原宮跡発掘調査部

同上

遺物処理研究室

同上

平城宮跡発掘調交部

遺物処理研究室

研修指導内容

埋蔵文化財の保存処理

埋蔵文化財の発掘調査およ

び保存について

遺跡出土遺物の遺物保存処

理

同上

同上

金属遺物の保存について

保存科学研究

埋蔵文化財発掘調盃の実務

埋蔵土器の保存科学処理方

法



Ⅱ図書及び資料

図書95, 821冊 ( 1987. 3. 30）

区分 甑別 購入 寄晩

和漢書 1, 259 4, 289

1 9 8 6

洋脊 1 4 0 ４１

和漢書

累計

4２，０５０ 47, 682

洋普 5，１７６ 9 1 3

写真3 3 3 , 5 9 5 点（1 9 8 6年度末現在）

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 8 6 年度刊行物

名称

学報第4 5 冊薬師寺発掘調査報告

図録第 1 6 冊飛鳥の石造物

計

5, 548

1８１

89. 732

6. 089

服告普等昭和6 1 年度平城宮跡発掘調査部発掘訓炎概報

飛鳥・藤原宮発掘調交概報告１７

平城宮発掘調査出土木簡概報１９

平城欝左京四条二坊一坪発掘調盗報告

平城宮跡資料館図録

集落町並保存関係条例の概要（Ⅱ）

遺跡整備資料Ｖ（宮跡・官荷遺跡）

遺跡整備資料Ⅵ（庭園・その他の遺跡）

２前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

年度 名称

１９５４１第1 冊仏師連座の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

１９５５１第３冊文化史論携

1 9 5 6 1 第４冊奈良時代僧房の研究

1 9 5 7 1 第５冊飛鳥寺発掘調在報拷

1 9 5 8 1 第６冊中世庭園文化史

第７冊典福寺食堂発掘調笠報告

1 9 5 9 1 第８冊文化史論錐１１

第９冊川原寺発掘調秀報拷

篭|雛識蹴…織鰐
第１３冊寝殿造系庭園の立地的巻察

第1 4 冊レースと金地介利塔に関する研究

１９５４第1 冊仏師連慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

１９５５第３冊文化史論推

１９５６第４冊奈良時代僧房の研究

１９５７第５冊飛嚇寺発掘調交報告

１９５８第６冊中世庭園文化史

第７冊典福寺食堂発掘調盗報告

１９５９第８冊文化史論推Ⅱ

第９冊川原寺発掘調在級告

１９６０第１０冊平城宮跡・伝飛ル板蓋寓跡発掘調強報告

１９６１第1 1 冊院家建築の研究

１９６２第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏‘ 快慶

第１３冊寝殿造系庭園の立地的考察

第1 4 冊レースと金地舎利塔に閥する研究

第１５冊平城宮発掘調盗報告Ⅱ官術地域の調査

１９６３第1 6 冊平城宮発掘調盗報告Ⅲ内裏地域の調査

１９６５第1 7 冊平城宮発掘調在報告Ⅳ官荷地域の調充

第1 8 冊小掘遠州の作事

１９６７第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家

１９６９第2 0 冊潟物裂の成立

１９７１第2 1 冊研究識築１

１９７３第2 2 冊研究論雄1 １

１９７４第2 3 冊下城宮発掘調査報告Ⅵ平城京左京－－条

三坊の禍在

第2 4 冊尚山一町並等雑告一

第１５冊平城宮発掘調笠報告Ⅱ官術地域の調査

1 9 6 3 第1 6 冊平城宮発掘調盗報告Ⅲ内裏地域の調査

1 9 6 5 第1 7 冊平城宮発掘調在報告Ⅳ官荷地域の調充

第1 8 冊小掘遠州の作事

１９６７第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家

1 9 6 9 第2 0 冊潟物裂の成立

1 9 7 1 第2 1 冊研究識築１

閲蕊卿鱗伽…醤w平城京左莱_ 義

三坊の調査

第2 4 冊尚山一町並等雑拷一

－７６

1 9 7 5 第2 5 冊

第26冊

第27冊

第28冊

第29冊

1 9 7 6第3 0冊

1 9 7 7 第3 1 冊

第32冊

第3 3冊

平城京左京三条二坊

平城宮発掘調査報告Ⅶ

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ

研究論集Ⅲ

木曾奈良井一町並調査報告一

五条一町並調査の記録一

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ

研究論集Ⅳ

イタリア中部の一山岳築落における民家

調在報告

平城宮発掘捌在報告Ⅸ

研究稔築Ｖ

平城宮整備調交報告Ｉ

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ

研究論集Ⅵ

平城宮発掘調査報告Ｘ

平城宮発掘調査報告ＸＩ

研究論集Ⅶ

平城宮発掘調査報告ＸＩＩ

1 . 1 本における近世民家（農家）の系統的

発腔

平城京左京三条二坊六坪発掘調在報陛

1978

1 9 7 9

1980

1981

1984

第34冊

第35冊

第36冊

第37冊

第38冊

第39冊

第40冊

第41冊

第42冊

第43条

1 9 8 5 1 第4 4 冊

奈良国立文化財研究所史料

年庇

１９５４

１９５５

１９６３

１９６４

１９６６

１９６７

１９６９

１９７０

１９７４

1975

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

塩 称名称

第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製）

第２冊西大寺叡尊伝記災成

第３冊仁和寺史料寺総稲１

第４冊俊乗坊砿源史料集成

第５冊平城宮木簡１図版

第６冊に和寺史料寺誌綿２

第５冊平城宮木簡ｌ解説（別冊）

第７冊唐招提寺史料１

第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊日本美術院彫刻等修理記録’

第1 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅱ

第１１冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

第1 2 冊藤原宮木施ｌ同版・解説

第1 3 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

第1 4 冊ｎ本美術院彫刻等修理記録Ｖ

第1 5 冊東大寺文沓: 目録第１巻

第１６冊１１本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 7 冊平城宮木簡３図版・解説

第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説

第1 9 冊東大寺文普目録第２巻

第2 0 冊Ｈ本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊束大寺文書目録第３巻

第2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊東大寺文背目録第４巻

第2 4 冊東大寺文書目録第５巻

第2 5 冊平城宮出土蝿謹: 土器集成Ｉ

第2 6 冊外〔大寺文譜目録第６巻

第2 7 冊木器無成図録一近畿古代篇一

第2 8 冊平城宮木簡四図版・解説

第2 9 冊興福寺典涛文普目録第一巻
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奈良国立文化財研究所基準資料

8７

47, 889㎡

8, 860㎡

20, 514㎡

17, 092㎡

８０㎡

1, 343㎡

1, 376, 486㎡

1, 071, 875㎡

29, 570㎡

5, 041㎡

２４，４５６㎡

23. 865㎡

1９７３

1９７４

１９７喝

1９７６

1９７８

1９７９

１９RＣ

1９８３

飛鳥資料館図録

躯2 0 0

mＦ ㎡

５６Ｒ 3 0 4 910

1. 419 吻渥 7７

１．０２］ 託 軸

３３Ｂ 5８ 4２

3R４ 鵬

8 4 4 溺腿

7９

Ⅵ施設

土地

奈良駕化卿概究所所管

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

うl § 鳥盗料館

郡111宿舎（二）

飛鳥盗料館宿舎

文化庁所管（関係分）

|磯…
建物

１．庁舎

Ⅳ定員

寵

1. 686

2 5 98４

、

－７７

4 8 0l 跡６ ５．１１１ 2．１４４

1. 416

2. 549 1１８ 1. 0621．７４５

。

6｡ 793 1１．０７４ 3, 28Ｃ 2. 682

Ｖ予算（1 9 8 6 年度）

２．宿舎等 5 9 1 m Ｆ

重要文化財旧米谷家住宅 2 1 3 ㎡

郡山宿舎（一 ) ，（二） 1 5 3 ㎡

飛鳥賓料館宿舎 2 2 5 ㎡

主要工事千円

（１）施設設備甜

平城宮跡盗料館電気改修. ［事8 , 0 0 0

平城富跡資料館空気調和改修その他工事1 7 , 0 0 0

( 2 ) 平城寓跡地等整備費

平城宮跡盗料館改修工事 6 2 , 5 0 Ｃ

平城宮跡東方篇術北面築地及び門復原工事

Ｉ

４

130, 000

２３，０００

６，７００

８．５２Ｃ

平城寓跡環境整備昭和6 1 年度第１期] 率

2９．０００

平城宮跡環境繋備昭和6 1 年度第1 1 期工事

平城寓跡束大瀧復原工事

藤原宮跡説明板等設世工事

人件独

述営饗

事業管理

一般研究

特別研究

発堀調在

宮跡整備管理

飛鳥賓料館運営

埋澱文化財センター連悩

新庁舎維持筈理等経費

施設賛

施I 没盤備Ｙｆ

平城宮跡等整備饗

不動産恥人溌

各所修繕饗

‘iｌ

527, 685千１１１

6９４，９０３

4, 465

５６，２９２

3, 081

453, 042

５５．８２８

４９．１７５

４３，１８３

２９．８３７

３１２．３８７

25, 000

279. 400

7, 987

１，５３４，９７５

区分

1986年皮

1987年度

指定職 行政職( 一）

2２

２３

行政職口 研究職

6４

６３

‘ＩＩ

１

１

９

９

年度 名称

第１冊瓦綿１解説

第２冊瓦編２解説

３

４

５

６

７

８

９

編

編

縞

縞

絹

縞

絹

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

３

４

５

６

７

８

９

第

第

第

第

第

第

輔

区分 本庁介 平城 藤原

飛．【

資料ｆ

小務察

研究室

盗料・図譜龍

会談室

赫峨

股示篭

写典室

瀕雌・展水棟

巾１１１ｔ

命I 1i ・収I鋤I 【

研修棟

その他

計

㎡

4４

㎡ ㎡

3６

３６

㎡

１，００６

1. 770

１，０９３

４３８

４７３

1, 492

４８６

１，６８６

６３７

７，８５８

１，４１６

５，５１０

2３，８６５

藤隙

宮跡

計

年度

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

籍称

第１冊飛鳥白肌の在名金銅仏

第２冊飛鳥白鳳の在名金銅仏銘文箭

第３冊１１本古代の墓誌

第４冊１１本古代の蕊誌銘文篇

第５冊古代の誕生仏

第６冊飛鳥時代の古城一間松塚とその周辺一

第７冊日本古代の鵡雌

第８冊山田寺展

第９冊商松塚拾年

第１０冊渡来人の寺一桧隅寺と坂田寺_

第1 1冊飛. ! : 3 の水時計

第1 2 冊小建築の世界･ - 埴翰から瓦塔まで一

第1 3 冊藤原宮一半世紀にわたる澗在と研究一

第1 4 冊日本と郷国の塑像

第1 5 冊飛鳥笥



藤原宮跡樹木補植工事 2, 100

Ⅶ

４月１日

人事異動

（1986. 4. 1～1987. 3. 31）

奈良国立文化財研究所長に昇任

鈴木嘉吉

庶務部庶務課課長補佐に昇任

筋忠男

平城宮跡発掘調査部長に昇任

町田章

平城宮跡発掘調査部考古第一調査室長

に昇任金子裕之

平城宮跡発掘調査部考古第三調査室長

に昇任毛利光俊彦

平城宮跡発掘調査部遺構調査室長に昇

任上野邦一

飛鳥資料館庶務室長に昇任

織田健蔵

平城宮跡発掘調査部考古第三調査室に

転任佐川正敏

飛鳥藤原宮跡発掘調査部長に配置換

岡田英男

建造物研究室長に配置換宮本長二郎

飛鳥藤原宮跡発掘調査部考古第一調査

室長に配置換黒崎直

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺構調査室長

に配置換山本忠尚

埋蔵文化財センター集落遺跡研究室長

に配置換工楽善通

飛鳥資料館主任研究官に配置換

岩本圭輔

平城宮跡発掘調査部考古第一調査室に

配置換井上和人

飛鳥藤原宮跡発掘調査部史料調査室に

配置換深津芳樹

飛鳥賓料館庶務室に配置換

刀谷敏博

埋蔵文化財センター教務室に配置換

松本正典

文部技官（庶務部会計課）に採用

小圃秀彦

文部技官（平城宮跡発掘調査部考古第

二調査篭）に採用玉田芳英

事務補佐貝（庶務部庶務課）に採用

－７８－

４月20日

５月１日

７月１日

1 0 月１日

１２月３１日

１月１日

守山月子

技能補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査

部）に採用山本謙次

研究補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査

部）に採用高橋公一

事務補佐員（埋蔵文化財･ センター教務

室）に所属換岩永恵子

事務補佐員（庶務部会計課）に所属換

築山蕪

文化庁文化財保護部記念物課主任文化

財調査官に配置換狩野久

文化庁文化財保護部建造物課文化財調

査官に配置換村上訓一

文化庁文化財保護部記念物課文化財調

査官に配置換山崎信二

和歌山大学学生部厚生課長に転任

日高参夫

京都大学医学部に転任吉村義徳

京都大学化学研究所に転任

浅井正彦

辞職山本謙次

庶務部会計課に転任岡本安司

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

巽淳一郎

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

小林謙一

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に

昇任土肥孝

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任光谷拓実

飛鳥資料館学芸室に配置換

杉' ' １洋

庶務部庶務課庶務係長に昇任

奥井良治

庶務部庶務課に転任石田義則

庶務部会計課専門職員に併任

井元正澄

大阪大学医療技術短期大学部庶務係長

に転任田部信重

奈良国立博物館管理課人事主任に転任

西徹

辞職藤本きよえ

事務補佐員（庶務部会計課）に採用

高田操子



１月1 6 日庶務部会計課課長補佐に昇任

益田朗

京都大学経理部管財課課長補佐に転任

藤本進

３月 3 0 日辞職前川重子

小寺誠

３月 3 1 日辞職岡田英男

菅原正明

Ⅷ組織規定

文部省組織令抜華

昭和5 9年度政令第1 2 7号

昭和5 9 年７月１日全部改正

第108条

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

等機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第1 1 4 条国立文化財研究所は，文化財に関する

調査研究，資料の作成及びその公表を行う機関

とする。

２国立文化財研究所には，支所を低くことがで

きる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称，位霞

及び内部組織は，文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜華

昭和2 8 年１月1 3 日文部省令第２号

追加昭和4 3年６月1 5日文部省令第2 0号

昭和4 5年４月１７日文部省令第1 1号

昭和4 5 年４月1 2 日文部省令第６号

昭和4 9年４月１１日文部省令第１０号

昭和5 0年４月２日文部省令第1 3号

昭和5 1年５月1 0日文部省令第1 6号

昭和5 2年４月1 8日文部省令第1 0号

昭和5 3年４月５日文部省令第1 9号

昭和5 3 年９月９日文部省令第3 3 号

昭和5 5 年４月５日文部省令第1 4 号

昭和5 5年６月2 5日文部省令第2 3号

昭和5 8年１０月１日文部省令第2 5号

昭和5 9年７月１日文部省令第3 7号

第５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の名称及び位置

は，次の表に掲げるとおりとする。

－７９

塙称 位

〔京国立文化財･ 研究所 東京都台東区

ム

§ 良国立文化1 M･ 研究所 奈良県奈良市

節２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第１2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に、飛鳥査料館及び埋蔵文化財センターを

置く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

二職貝の福利厚生に関する事務を処理するこ

と。

三公文響類の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

，mこの研究所の所掌事務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保

全のための鮮備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に脇

しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経我及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物肺の管理に関する事務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を

処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い，並び

にその結果の公表を行う。



２歴史研究室においては，考古及び史跡並びに

歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調在

室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺櫛調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

項から第６項までに定める事務を処理するほか，

その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修景調査室においては，遺構の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６，史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に，考古第一

調査室，考古第二調査室，遺構調査室及び史料

調査室を置く。

２前項の各室においては，藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第５項までに定める事務を処理するほか，その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究，遺構の計測及び修景並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

－８０－

るため，この地域に関する考古資料，歴史資料・

その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに関する調査研究及び事

業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥資料館に館長を置く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を置

く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計

等に関する事務を処理する。

３学芸室においては，次の事項をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料，歴史賓料，建

造物，絵画，彫刻，典籍，古文書その他の資

料の収集，保管，展示，模写，模造，写真の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図書，写真その他の資料

の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研

究を行うこと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及

び刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収集，

整理，保管及び調査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の機関及び団体等

の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を置く。

２前項の長は、埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）



第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報資料室を置く。

（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの

庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落

遺跡研究室，発掘技術研究室，遺物処理研究室，

測量研究室及び保存工学研究室を置く。

２考古計画研究室においては，第1 3 3 条第１号

から第３号までに掲げる事務（他の室の所掌に

属するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遺跡に関し，

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務

（発掘技術研究室，遺物処理研究室，測量研究

室及び保存工学研究室の所掌に属するものを除

に掲げる事務をつかさどる。

年報表紙デザインの改訂について

今年度の年報から表紙デザインが改まりました。

これまで永らく表紙を飾ってきた春日野のl 日本庁舎が奈良国立博物館に移管され，当研究所の

シンボルにふさわしくなくなったことが今回の改訂の契機です。そこで，これにかわる案を広く

研究所内から募る方法として，所内デザインコンペを行いました。鎧終的に９案の応募作があり

（写真) ，これを研究所職員全員で投票するという民主的（？）な方法で判定したところ，結果

は表のごとく，朱雀門をカットとする案が一等となりました。

一等となった原案をもとに，若干，文字・カットの配置，大きさなどを修正し，今回の表紙が

できあがり，また，表紙の用紙もこれまでのミューズコットンからより耐久性のあるマーメイド

という紙に変更しました。
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４発掘技術研究室においては，遺跡の発掘技術

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る事務をつかさどる。

５遺物処理研究室においては，遺物の処理に関

し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事

務をつかさどる。

６測量研究室においては，埋蔵文化財の測堂に

関し，節1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる

事務をつかきどる。

７保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る事務をつかさどる。

（情報盗料室の事務）

第1 3 8 条情報資料室においては，第1 3 3 条第４号
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庶

職員（1 9 8 7 年７月１日現在）
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室
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室

史

料

調

査

室

氏名

町田章

金子裕之

井上和人

松村恵司

岩永省三

、辺征夫

玉田芳英

千田剛道

巽淳一郎

毛利光俊彦

花谷浩

佐川正敏

小林謙一

上野邦一

島田敏男

浅川滋男

松本修自

商瀬要一

本中真

小野健吉

村岡正

綾村宏

橋本義則

寺崎保広

舘野和己

細見啓三

千m 剛道

巽淳一郎

小林識･ 一

松本修自

西田健三

森田光治

岡田博先

八幡扶桑

佃幹雄

吉村司朗

官職

文部技官部長

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官室

文部技官

文部技官（併

文部技官（併

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官（併

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官（併

文部技官室

文部技官

文部技官

調査貝（非常

文部技官室

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官主任研究

文部技官主任研究

文部技官主任研究

文部技官主任研究

文部技官主任研究文 官 研

文部事務官事務総括( 併

文部事務官（兼

文部駆務官（兼

文部技官専門職

文部技官専門職

技能補佐貝

長

長

任

任

長

倒

優

佃

挺

鋤

長

官

官

官

官

官

細
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燭

員
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古
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真
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跡
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建

建

建

建

遺

遺

遺

遺

歴

歴

歴

歴

建

考

考

考

建

事

警

警

写

写

保

所属

務

部

建

造

物

研

究

室

歴

史

研

究

室

庶
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計
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氏名

鈴木嘉吉

伊藤省三

赤羽押一

石田和樹

西田他三

奥井良治

石田義則

森田光治

岡田博先

八幡扶桑

宍戸雅子

港悦子

福本良子

新宮恵子

巽月子

本中宣代

中川かよ子

中垣睦美

西嶋富美

石川千恵子

小川照夫

益田朗

川合教博

渡辺康史

井元正澄

柿本治

黒坂雅基

小林雅文

橋本敬子

河村京子

築山蕪

西村博美

岡本安司

飯田信男

永田季子

中村和美

井元正澄

小剛秀彦

大西和子

宮本長二郎

松本修自

島田敏男

山岸常人

本中真

田中淡

鬼頭渚明

松井章

深沢芳樹

橋本義則

岩永脅三

舘野和己

堀池券峰

官 職

文部技官所長

文部事務官部

文部事務官課

文部事務官課長補

文部事務官専門職

文部事務官庶務係

文部事務官

長

長

佐

貝

長

文部事務官需務員長

文部事務官警務貝

文部技官専門職員( 併任）

事務補佐員

事務補佐貝

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐貝

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐貝

研究補佐員

文部率務官課長

文部事務官課長補佐

文部事務官課長補佐

文部技官専門職員

文部技官専門職員

文部事務官専門職員

文部事務官経理係長

文部事務官経理主任

事務補佐員

事務補佐貝

事務補佐貝

文部事務官用度係長

文部事務官

文部技官

事務補佐員

事務補佐貝

文部技官施設係長( 併任）

文部技官

事務補佐員

課

課

課

専

専

専

経

経

長補

長補

門職

門職

門職

理係

理主

文部技官室

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

文部技官（併

調在貝（非常
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図替安料

図普資料

図祥黄料

図譜資料

公開

整備帯理

施設

藤原班務

経理

経理
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用度

自動車運転

用度
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施設
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１

‐

川越俊一文部技官主任研究官

安田龍太郎文部技官主任研究官

大脇潔文部技官主任研究官

土肥孝文部技官主任研究官

西口野生文部技官主任研究官

柿本治文部事務官事務総括( 併任）

大西洋子事務補佐員

稲垣耕正技能補佐貝

宮川伸子研究補佐員

納谷守幸研究補佐員

高野学研究補佐貝

高橋公・研究補佐員

角浩行研究補佐貝
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牛川喜幸|文部技官部
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務
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古

古

古

古
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罪
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事

事

考

考

考

考
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